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2014年12月５日　第 291 号

講演する安保破棄中央実行委員会
東森事務局長特別報告する秋田県労連青年部長の東海林さん

定例の労働法制街宣

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

　

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

正
社
員
と
し
て
就
職
し
て
も
、

長
時
間
・
過
密
労
働
や
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
で
、
長
期

間
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
職
場
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
、
就
職
先
を
決

定
す
る
時
に
「
あ
の
会
社
は
ブ

ラ
ッ
ク
」
と
し
て
敬
遠
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
は
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
実
行
委
員
会
が
、｢

ブ

ラ
ッ
ク
企
業
大
賞｣

を
発
表
し

て
お
り
、
初
代
の
大
賞
は
東
京

電
力
、
昨
年
は
ワ
タ
ミ
、
そ
し

て
今
年
は
ヤ
マ
ダ
電
機
が
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
10
社
程
度
を
ノ
ミ
ネ

ー
ト
し
、
そ
の
中
か
ら
大
賞
及

び
部
門
賞
を
決
定
し
て
お
り
、

今
年
の
部
門
賞
と
し
て
は
、
不

二
ビ
ュ
ー
テ
ィ
（
た
か
の
友
梨

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
に

「
業
界
賞
」
、
ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
す
き
屋
）

に
「
要
努
力
賞
」
、
セ
ク
ハ
ラ

野
次
の
東
京
都
議
会
に
「
特
別

賞
」
が
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
で
は
「
ブ
ラ

ッ
ク
バ
イ
ト
」
と
い
う
言
葉
も

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
の
に
長
時
間
・
過
密

労
働
で
こ
き
使
わ
れ
、
休
憩
も

取
れ
な
い
、
休
日
も
取
れ
な
い
、

学
校
に
も
行
け
な
い
な
ど
の
状

況
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
反
撃

す
る
た
め
、
労
働
組
合
（
首
都

圏
学
生
ユ
ニ
オ
ン
等
）
の
結
成

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
桧
山
）

総選挙で安倍内閣を
 退陣させよう！

震
災
対
処
訓
練
に

   

オ
ス
プ
レ
イ
参
加

　

12
月
14
日
に
実
施
さ
れ
る
総

選
挙
の
最
大
の
争
点
は
何
か
！

そ
れ
は
安
倍
政
権
が
特
定
秘
密

保
護
法
や
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
な
ど
で
強
権

的
に
進
め
て
き
た
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
と
、
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
象
徴
さ
れ
る
大
企
業

の
最
大
利
益
追
求
を
国
民
の
貧

困
と
格
差
拡
大
に
よ
っ
て
作
り

出
そ
う
と
す
る
新
自
由
主
義
構

造
改
革
を
、
許
す
の
か
許
さ
な

い
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
安

倍
政
権
の
目
指
す
、
軍
事
大
国

化
と
新
自
由
主
義
構
造
改
革

（
そ
の
経
済
政
策
と
し
て
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
は
、
国
民
の
生

命･

自
由･

幸
福
追
求
権
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
断
固
、

こ
の
た
く
ら
み
は
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
阻
止
の

闘
い
の
正
念
場
が
12
月
14
日
の

総
選
挙
で
あ
る
。
な
ぜ
、
衆
議

院
の
３
分
の
２
、
参
議
院
の
過

　

11
月
15
日
、
県
労
連
は
県
教

育
会
館
で
組
織
拡
大
・
強
化
交

流
集
会
を
開
催
、
9
組
合
・
４

地
域
労
連
な
ど
か
ら
28
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
奥
村
議
長

は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
を

や
め
さ
せ
る
た
め
に
も
組
織
の

拡
大
強
化
は
県
労
連
に
と
っ
て

は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
秋
田
県
労
連
か
ら

東
海
林
青
年
部
長
と
笹
嶋
大
館

地
区
労
連
事
務
局
長
の
二
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
特
別
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介

護
士
と
し
て
働
い
て
い
る
福
祉

保
育
労
所
属
の
東
海
林
青
年
部

長
は
、
３
年
前
に
青
年
部
を
再

建
し
た
経
緯
、
再
建
後
の
活
動

に
つ
い
て
リ
ア
ル
に
報
告
し
て

く
れ
ま
し
た
。
青
年
部
活
動
で

留
意
し
て
い
る
こ
と
は
集
ま
っ

て
楽
し
く
た
め
に
な
る
活
動
、

そ
の
た
め
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

半
数
を
有
す
る
安
倍
政
権
が
衆

議
院
を
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
？
そ
れ
は
反
国
民
的

政
策
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
で

あ
る
。
国
民
の
怒
り
に
よ
る
闘

い
は
す
で
に
始
動
し
て
い
る
。

そ
の
闘
い
を
加
速
さ
せ
、
安
倍

政
権
と
の
総
力
戦
を
打
ち
破
っ

た
沖
縄
県
知
事
選
の
大
勝
利
に

ン
と
学
習
会
を
交
互

に
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
を
退
職
し
た

元
国
労
出
身
の
笹
嶋

さ
ん
は
、
２
年
前
に

大
館
地
区
労
連
を
再
建
、
人
口

７
万
人
の
大
館
市
で
地
域
運
動

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
積
極
的
な

活
動
（
震
災
被
災
地
支
援
、
原

発
・
核
燃
、
金
曜
日
行
動
、
秘

密
保
護
法
・
集
団
的
自
衛
権

等
）
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を

続
き
、
安
倍
政
権
の
反
国
民
的

本
質
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
、

国
民
の
怒
り
を
結
集
し
て
総
選

挙
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
な
し
に
日
本
の
平
和

も
、
国
民
生
活
の
維
持
も
、
日

本
経
済
の
再
生
も
、
決
し
て
あ

り
得
な
い
こ
と
を
我
々
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　

10
月
31
日
、
県
労
連
・
憲
法

ネ
ッ
ト
あ
お
も
り
・
県
平
和
委

員
会
な
ど
５
団
体
に
よ
る
「
み

ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
学
習
会
」
が

開
催
さ
れ
21
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
」
と

は
、
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊

が
福
島
・
宮
城
・
岩
手
・
青
森

県
を
主
会
場
に
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
震
災
対
処
訓
練
で

す
。
こ
の
訓
練
に
初
め
て
米
軍

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
も
参
加

し
、
さ
ら
に
危
険
極
ま
り
な
い

オ
ス
プ
レ
イ
も
訓
練
に
参
加
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

学
習
会
の
講
師
は
、
安
保
破

棄
中
央
実
行
委
員
会
事
務
局
長

の
東
森
英
男
氏
で
、
震
災
対
処

●
県
春
闘
共
闘
会
議
前
期
総
会

　

と
き　
　

12
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　

18
時

　

と
こ
ろ　

県
労
連
会
館
２
階

●
県
労
連
第
31
回
評
議
員
会

　

と
き　
　

12
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
半

　

と
こ
ろ　

青
森
市
文
化
会
館

秋
田
県
労
連
・
大
館
地
区
労
連
の

活
動
学
ぶ  

〜
組
織
拡
大
強
化
交
流
集
会
〜

生
き
生
き
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

西
北
五
地
区
労
連
の
水
島
事

務
局
長
か
ら
、
な
く
そ
う
原

発
・
核
燃
、
原
水
禁
運
動
、
秘

密
保
護
法
・
集
団
的
自
衛
権
行

使
反
対
、
メ
ー
デ
ー
な
ど
多
彩

な
取
り
組
み
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

田
中
事
務
局
長
の
基
調
報

告
、
今
副
議
長
の
全
労
連
共

済
・
自
動
車
共
済
拡
大
の
報
告

を
受
け
、
組
織
拡
大
の
10
％

増
、
自
動
車
共
済
の
飛
躍
的
拡

大
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

訓
練
と
称
し
て

オ
ス
プ
レ
イ
の

全
国
展
開
を
狙

っ
た
も
の
で
あ

り
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
閣

議
決
定
と
軌
を

一
に
す
る
も
の

で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
を
口

実
に
し
た
軍
事
訓
練
の
側
面
を

持
ち
、
市
民
に
オ
ス
プ
レ
イ
は

危
険
で
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

５
団
体
は
学
習
会
の
前
日

に
、
県
知
事
に
対
し
て
オ
ス
プ

レ
イ
の
参
加
中
止
と
県
民
へ
実

施
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
県
当
局
は
、

今
回
の
計
画
は
自
衛
隊
主
管
で

県
は
全
く
関
与
し
て
い
な
い
た

め
詳
細
は
不
明
と
回
答
し
ま
し

た
。

お
知
ら
せ
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第289回
クロスワード
パズル

集会で挨拶する奥村議長

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

289
回
ま
ち
が
い
さ
が
し
」係

り
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
そ
り
を
引
く
動
物

④
ス
ピ
ー
ド
。目
に
も
留
ま
ら

ぬ
…
…
で
走
行

⑦
騒
動
。応
仁
の
…
…

⑧
買
わ
な
け
れ
ば
当
た
り
ま
せ
ん

⑩
冬
至
に
食
べ
ま
す

⑫
…
…
を
逐
（
お
）う
者
は
山

を
見
ず

⑬
真
心
。誠
心
…
…

⑭
髪
の
毛
を
と
か
す
道
具

⑯
天
井
の
…
…
を
払
う

⑱
赤
と
白
が
あ
り
ま
す

⑳
紙
に
包
ん
で
捨
て
ま
し
ょ
う

㉒
挿
絵
。…
…
マ
ッ
プ

㉔
…
…
イ
ブ
。…
…
ツ
リ
ー

㉖
…
…
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す

㉘
…
…
、雷
、火
事
、親
父

㉙
大
晦
日
に
食
べ
る
…
…
そ
ば

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
フ
ー
テ
ン
の
…
…

②
分
か
り
に
く
い
。…
…
な

文
章

③
最
後
っ
ぺ
に
注
意

④
…
…
八
分
に
医
者
い
ら
ず

⑤
…
…
如
来

⑥
ち
ょ
う
ど
い
い
…
…

⑨
う
ど
ん
や
五
目
飯
の
具

⑪
声
。…
…
レ
コ
ー
ダ
ー

⑬
赤
穂
浪
士
が
眠
っ
て
い
ま
す

⑮
陰
暦
の
12
月

⑰
眠
気
。…
…
に
襲
わ
れ
る

⑲
板
を
曲
線
状
に
切
れ
ま
す

㉑
利
息
が
付
き
ま
せ
ん

㉓
最
後
。…
…
シ
ー
ン

㉕
お
と
ぎ
話
の
一
…
…
法
師

㉗
馬
に
念
仏
、…
…
に
経
文

第
287
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
タ
ス
ケ
ア
イ

《
当
選
者
》
22
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

盛
信
夫
（
年
金
者
組
合
）、

成
田
美
貴
子
（
年
金
者
組
合

家
族
）、
長
谷
川
律
子
（
リ

ハ
ビ
リ
労
組
）、高
村
玲
（
教

育
厚
生
会
労
組
）、
下
山
智

裕
（
弘
大
職
組
）

読
者
の
皆
さ
ん
へ

65
歳
未
満
の
生
活
保
護
受
給
者

へ
の
「
就
労
支
援
」
の
実
態
知

っ
て
ま
す
か
。
（
細
川
弘
彦
・

年
金
者
組
合
）

も
ら
�
た
栗

め
っ
ち
ゃ
虫
入
っ
て
い
て
シ
ョ

ッ
ク
（
神
孝
則
・
県
国
公
）

食
欲
の
秋

さ
ん
ま
を
食
べ
て
、
き
く
の
花

を
食
べ
て
、
り
ん
ご
を
食
べ
て
、

秋
を
た
べ
ま
く
り
（
宇
部
好

子
・
県
教
組
）

賭
博
場
を
開
設
し
て

雇
用
の
創
出
な
ん
て
国
の
や
る

こ
と
で
は
な
い
・
邪
道
で
す

（
岡
本
猛
・
年
金
者
組
合
）

読
書
の
秋
！

図
書
館
に
通
っ
て
好
き
な
本
を

借
り
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
秋

谷
美
智
子
・
年
金
者
組
合
）

ニ
�
�
ス
に
よ
る
と

女
性
部
が
楽
し
そ
う
だ
。
ど
こ

に
も
行
け
な
い
け
ど
、
ニ
ュ
ー

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
（
記
田

迫
真
の
模
擬
団
交

― 

県
労
連
初
級
労
働
学
校 

―

安倍内閣打倒！守れ！くらし・平和
11・29青森集会に70名

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
新
版
「
組
合
員

教
科
書
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
第

１
講
義
か
ら
第
３
講
義
ま
で
４

時
間
に
も
わ
た
る
講
義
で
し
た

　

11
月
１
・
２
日
の
両
日
浅

虫
・
帰
帆
荘
で
初
級
労
働
学
校

を
開
催
し
ま
し
た
。
若
い
活
動

家
を
育
成
す
る
の
が
主
た
る
目

的
で
す
。
２
日
間
で
18
名
が
参

ゆ
り
子
・
年
金
者
組
合
）

前
回
当
選
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
う

れ
し
い
。
秘
密
保
護
法
撤
回

を
！
（
村
上
準
一
・
年
金
者
組

合
）

ミ
ラ
ク
ル
ム
�
ン

き
れ
い
で
し
た
。
最
近
は
星
が

き
れ
い
（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
）

今
年
の
誕
生
日

は
夫
と
箱
根
の
旅
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。
（
松
島
恵
美
子
・

年
金
者
組
合
）

赤
旗
ま
つ
り

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
物

産
店
も
あ
り
、
時
間
が
い
く
ら

あ
っ
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
（
長
内
幸
子
・
建
交
労
家

族
）

　

11
月
29
日
、
青
森
市
・
青
い

森
公
園
で
「
安
倍
内
閣
打
倒
！

守
れ
！
く
ら
し
・
平
和
11
・
29

青
森
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
70

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

が
、
参
加
者
は
熱
心
に
学
習
し

討
論
し
ま
し
た
。
初
め
て
参
加

し
た
と
い
う
女
性
の
「
職
場
の

実
態
報
告
」
は
、
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
が
如
何
に
重
要

か
と
い
う
点
で
、
討
論
に
弾
み

を
つ
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
模
擬
団
交
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
労
働
者
側
は

　

主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
ネ

ッ
ト
あ
お
も
り
の
奥
村
代
表

委
員(

県
労
連
議
長)

が
あ
い
さ

つ
、
今
回
の
総
選
挙
は
安
倍
内

閣
の
暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
絶
好
の
機
会
だ
と
強
調
、

総
選
挙
勝
利
の
た
め
決
起
す
る

こ
と
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

６
つ
の
団
体
か
ら
リ
レ
ー
ト
ー

ク
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
医
連
か
ら
は
介
護
の
改
悪

に
よ
る
介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
・
介
護
は
ず
し
の
実
態
、
青

講義をする全労働青森支部の篠原書記長

「
職
場
で
お
こ
っ
た
事
例
」
で

要
求
書
を
作
成
し
、
今
・
柳
谷

両
副
議
長
を
悪
徳
経
営
者
に
見

立
て
、
団
体
交
渉
を
お
こ
な
う

と
い
う
設
定
で
す
。
経
営
者
側

の
２
人
は
そ
う
と
う
な
悪
で

す
。
一
方
の
交
渉
員
９
名
は
団

体
交
渉
は
初
め
て
と
い
う
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
前
日
か
ら
「
攻

め
ど
こ
ろ
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
打

ち
合
わ
せ
て
臨
み
ま
し
た
。
交

渉
は
、
始
ま
る
前
か
ら
経
営
者

が
難
癖
を
つ
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
動
揺
せ
ず
理
路
整
然
と

お
こ
な
い
ま
し
た
。
労
基
法
を

根
拠
に
進
め
る
交
渉
は
、
適
切

な
休
憩
時
間
を
勝
ち
取
る
な
ど

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
傍
聴
し
て
い
た
人

は
、
緊
迫
し
た
交
渉
で
興
奮
し

た
と
言
い
ま
す
。
来
年
も
参
加

し
た
い
、
こ
ん
ど
は
経
営
者
を

や
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
し

た
。
最
後
に
奥
村
議
長
の
「
要

求
を
勝
ち
取
っ
た
ら
そ
の
場
で

文
書
確
認
す
る
こ
と
」
と
い
う

ま
と
め
で
、
２
日
間
の
日
程
を

終
え
ま
し
た
。

商
連
か
ら
は
消
費
税
増
税
に
よ

る
消
費
の
減
少
・
商
工
業
者
の

苦
悩
、
農
民
連
か
ら
は
米
価
下

落
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
関
連
、
核
燃

反
対
連
絡
会
議
か
ら
は
原
発
再

稼
働
と
核
燃
推
進
の
動
き
、
県

労
連
か
ら
は
労
働
法
制
改
悪
阻

止
と
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
の
緊

急
性
、
高
教
組
か
ら
は
道
徳
の

教
科
化
と
反
動
的
教
科
書
採

択
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改
悪

な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
集
会
決
議
を
採

択
し
た
あ
と
繁
華
街
を
デ
モ
行

進
、
市
民
に
安
倍
内
閣
退
陣
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反

対
、
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
、

消
費
税
10
％
中
止
、
労
働
法
制

改
悪
反
対
、
原
発
・
核
燃
か
ら

の
撤
退
、
社
会
保
障
改
悪
反

対
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
、
普
天
間
基
地
撤
去
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
か
ら
の
撤
退
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。


